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教員学術研究会（平成 29 年度）
平成 29 年 10 月 10 日
婦人靴のデザインと歩行との関係
 環境デザイン学科　助教　石川亜沙美
　私の卒業研究は，夏季環境下で様々な仕上げの製甲靴を着用し，歩行実験した結果から快適性を検討することがテーマ
であった。異なる素材によって靴内環境が変化する面白さに惹かれたことがきっかけとなり，角田由美子教授とゼミの学
生とともに婦人靴の着用に関する研究を行ってきた。
　これまで大学の教職員として，ファッションに関心の高い女子大生と接する中で，若年者が抱える様々な靴についての
問題点が浮かび上がってきた。気軽にファッショナブルな靴を取り入れたい気持ちはあるが，足に合わない，合っていな
くても無理をして履く等のことから発生するトラブルや悩みも多く聞こえてきた。
　これらの声を踏まえ，婦人靴に用いられる素材や形状，サイズ等について様々な視点から検討してきた。今回の研究発
表会では主に，靴のデザインと歩行との関係について報告した。
　発表内容は以下の通りである。
・ヒールの高さによる歩行の違い
・ヒールの太さによる歩行の違い
・デザインの異なる靴着用時の姿勢の違い
・ミュールのデザインによる歩行の違い
・靴のデザインと騒音
・靴と足を固定できる位置
・足のサイズに合った靴と合わない靴による歩行の違い
　実験方法には下記の方法を用いた。
・歩行解析パターンシステムにて歩幅や歩行速度，両足接地時間，遊脚時間，歩隔を計測
・足圧分布システムにて床反力，接地ピーク荷重値，接地ピーク圧力，荷重中心の移動軌跡を計測
・歩行時の側面のVTR映像にポイントマーカーを打ち，座標から各ポイントの移動距離やスピードを計測
・着用時，歩行時の各種実験靴の官能評価アンケートを分析
・騒音計を用いた騒音レベルおよび周波数の分析
　以上の研究結果から，靴のデザインが歩行に影響を及ぼすことが明らかになった。詳細については，日本家政学会大会
等において報告してきた。
　歩行は健康の源であるとも言われる。靴は歩行を助ける重要な役割を持つアイテムとして，正しい履き方や歩き方が出
来るよう，多くの人が興味関心を持ってくれることを期待している。
平成 29 年 10 月 10 日
世界の広場への旅，そして
環境デザイン学科　准教授　金子友美
　2017 年 6 月に「世界の広場への旅」（彰国社）が出版された。これは 1990 年から 2005 年に芦川研究室で行われた全 19
回，延べ 32 か国，1056 の海外都市広場調査の結果をまとめたものである。筆者は 1991 年より参加し，計 16 回の調査に
参加した。研究会では，この海外都市広場調査の中からロンドンのオープンスペースをとりあげ，博士論文に至る内容を
含めてこれまでの研究活動の流れを紹介した。なお本研究で対象としているオープンスペースとは，都市空間を建築物が
建っている領域とそれ以外の空地に分けたとき，後者の中からさらに一般に人間の立ち入らない領域（山林や河川，自動車
専用道路など）を差し引き残った部分でつまり人間の活動の場となる領域のことである。
1．ロンドンのオープンスペース
　海外都市広場調査の中で，イギリスを訪れたのは第 19 回 2005 年である。このイギリス調査についての報告は，「イギ
リス都市広場形態についての考察」（学苑No.789,2006 年）を参照されたい。調査の中で，ロンドンでは特徴あるオープン
スペースを目にすることができた。すなわちガーデン・スクエアとミューズである。
　ガーデン・スクエアとは，ロンドンにおいて 16 世紀から 19 世紀にかけて，地主がエステート（地主が所有していた土地
のまとまり）の開発を進め，エステートごとに中心となる広場を設ける手法で建設された広場のことである。この結果，
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ロンドンには静穏や衛生・治安を維持するために広場全体を門や柵で囲み，部外者の進入を拒否し，周囲の居住者のため
の広場がいくつもつくられた。現在のロンドンで見られるガーデン・スクエアには周囲の住居がオフィス，商店，レスト
ランなどに転用されたり建て替えられたりしたものがあり，広場自体の利用も相変わらず周囲の居住者だけの利用に限っ
ているもの，時間制で行政が開放しているもの，24 時間開放状態のもの，と様々である。
　ロンドンでもうひとつ注目したオープンスペースとしてミューズがある。ミューズ（厩が語源，軒の低い住宅に囲まれた路
地空間）は空間的には都市の空隙オープンスペースであり，機能的にはその周りの住人だけの私的共用空間である。車社
会となった現在のミューズは，厩の機能は消失し，ロンドン中心部の高級住宅街を構成している。一部，タクシーの抜け
道的に使われているミューズもあるが，基本的にはその周囲に住む人たちのための共用空間である。
2．広場からオープンスペースへ
　前述ロンドンのオープンスペース事例を含め，長年の海外都市広場調査および関連調査から得た知見は，オープンスペ
ースには都市広場のようにその都市の中心部を構成し，国や都市を代表するような空間もあるが，ガーデン・スクエアや
ミューズのように都市の部分空間を構成し，限られた人のためのオープンスペースも存在するということであった。こう
した調査経験を元に，博士論文では海外都市広場調査事例とアジアのオープンスペース事例を合わせて多変量解析にかけ，
類型化を試みた。その結果，人間軸と空間軸を用いた概念規定モデルを提案することができた。
3．オープンスペースの概念規定モデルの活用方法の可能性
　概念規定モデル活用の可能性のひとつとして，オープンスペースのとらえ
方を表現することを試みた。
　事例はフランス第二の都市リヨンに見られるトラブールである。トラブー
ルとは，街区の建物の内側に設けられた抜け道のことである。これは元々織
物業者が商品を雨に濡らさないよう運搬するためにつくられた通路である。
基本的にはその建物の住人たちの共用空間であるが，現在はリヨン市の計画
で時間帯を限定して開放しているものがあり，トラブールを巡るガイドツア
ーなども開催されている。研究会では，このトラブールのいくつかの事例を
紹介した。そして当該空間を単体としてとらえたとき，都市空間の中で集合
体としてとらえたとき，また利用者が住人に限られる場合，ガイドツアーで
観光客が訪れる空間ととらえたとき，それぞれ概念規定モデルの中での位置づけが変わることを示した。
4．都市街区における路地空間の利用
　前述トラブールの事例を含めて「都市街区における路地空間の利用と空間的効果に関する研究」（2012〜2015 年度，科学
研究費補助金基盤研究C　JSPS科研費 24500929）の調査事例をもとに作成したwebページを紹介した（http://gaiku-roji.com/）。
　掲載項目は，パリのパサージュとギャラリー空間，織物業者が商品を雨に濡らさないようにつくった運搬通路トラブー
ル（リヨン），南北に貫くローマ通りとアーケード空間ポルティコ（トリノ），司教座教会堂ドゥオーモのある町ミラノのガ
ッレリアとパッサジオ，水路に囲まれた路地，建物の下を通るトンネルソト・ポルテゴ（ヴェネツィア），旧東ベルリンエ
リア中心部ミッテ地区の 3つの中庭空間，ひとつの街区内を東西南北に通り抜けられる空間（ライプツィヒ），個性的な名
前の 5つの中庭空間クンストホフ・パサージュ（ドレスデン），プラハ初の多目的施設パサージュ・ルツェルナ，破壊と再
建によって構成された新旧の事例が混在する都市空間（ミュンヘン），ゲトライデ通りから抜ける路地空間（ザルツブルク），
通り抜けできる中庭空間（ウィーン），直線道路で碁盤目状に区画された新市街地（バルセロナ），1本の路地空間と複数の
写真 1　ロンドンのガーデン・スクエアの例 写真 2　ロンドンのミューズの例
写真 3　リヨンのトラブールの例
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中庭空間（パリ），植栽が整備された共用の中庭空間（ライデン），運河に沿って通りが同心円状に配され構成される街区
（アムステルダム），水路に囲まれた街区の内側の通路や中庭空間（ヴェネツィア）である。
平成 30 年 3 月 7 日
技術とコンピュータ
環境デザイン学科　教授　佐藤　豊
　霊長類に属するヒトは直立歩行を行ったことにより手が自由に使えるようになり，五感の中の視覚システムに著しい発
達が見られた。高度な脳の進化によりヒトは道具を使い，他の生物とは異なる文化を形成することができた。人類の誕生
から，ヒトは誕生と絶滅を繰り返し，進化を遂げ，ネアンデルタール人に代わり，諸説はあるが約 20 万年前，私たち現
代人（ホモ・サピエンス・サピエンス）が出現した。
　人は集団で行動することにより社会を形成した。その社会は狩猟社会から農耕社会へ，そして工業社会へと変化した。
　農耕社会では川の氾濫や洪水などの天災を避け，一年間の周期を知るため星を観察した。その星の観察により，太陽系
の惑星の運動を求めたケプラーの法則が発見された。さらにニュートンの運動の法則により，古典力学が集大成された。
　その後，蒸気機関の改良により産業革命が起こり，工業社会へと移行した。時代とともに科学技術は，波動，光学さら
に電磁気学へと進化していった。
　20 世紀に入ると，アインシュタインの相対性理論の登場があり，量子力学，半導体，コンピュータそして遺伝子工学
などの分野の科学技術が発展した。19 世紀までは緩やかに進歩してきた科学技術が，20 世紀中期以降めまぐるしい進歩
を遂げた。その反面，工業社会では大量のエネルギー消費により地球環境問題という難題を抱えた。
　1940 年代にコンピュータは登場した。初期のコンピュータは，真空管で構成されたが，トランジスタ，集積回路，LSI
へと変化し，進歩は現在もなお止むことを知らず，10 年間で 100 倍の性能を実現している。また 1990 年代には，学術ネ
ットワークであったインターネットの民間利用が可能となり，私たちの生活や社会に定着した。すなわち，コンピュータ
とインターネットのデジタル化とグローバル化が工業社会の進展に大きな影響をもたらした。
　今日人工知能（ArtificialIntelligence）は第 3番目のブームとなり，大きな関心を集めている。AI は，コンピュータ初
期の 1950 年代にコンピュータの能力に期待が高まった時に第 1番目のブームが起こり，1980 年代には，ニューラルネッ
トワークによる推論システムを利用したエキスパートシステムなどが期待され，第 2番目のブームが起こった。しかし，
これらはいずれも当時のコンピュータの能力不足のためブームは去り，その後「冬のAI の時代」と呼ばれていた。
　2012 年，深層学習（DeepLearning）の発明が今日のブームの発端となった。ビックデータの利用により実現可能性の
高い予想を行うことが可能となった。インターネットの普及により，色々な装置からデータを収集する「物のインターネ
ット（IoT）」の環境が整備され，生活や社会のあらゆる情報がビックデータとして収集されるようになった。これが現在
のAI の技術に活用されている。
　現在のコンピュータは，ノイマン型コンピュータと呼ばれ，プログラム内蔵が特徴である。プログラムは，事前にコン
ピュータの装置がどのように動作をするのかについての手順を決めたものであり，現在のコンピュータは，事前に用意し
たプログラムに従って動く。このため，ノイマン型コンピュータは，限界に近づいており，次のコンピュータシステムと
して非ノイマン型コンピュータの登場が期待されている。このコンピュータは推論可能のもので，考えることのできるコ
ンピュータであり，まだ存在はしていない。非ノイマン型の研究としては，量子コンピュータが有望である。これが実現
されれば，ハードウェアとしての人工知能の実現の可能性が高くなる。
　2045 年以降には，このようなコンピュータを始めとする技術が人間の能力を超える状況が来ることを期待して，2045
年問題またはシンギュラリティとも呼ばれている。
　2045 年問題の，将来に対する考え方は楽観的であると言わざるをえない。例えば，地球の人口は，国連の人口推計
（2017 年改訂版）によれば，現在 76 億を超え，2050 年には 98 億に達すると予想されている。食料問題から考えれば，現
在の人口から 3割増加した時，十分な供給ができるものだろうか。一つの考え方として，3Dプリンターを用いてタンパ
ク質などの素材を組み立てて食料にすることにより，対応が可能だという意見がある。それ以外にも解決をしなくてはな
らない多くの問題がある。
　今後の科学技術の発展が社会の安定的な進展の中で達成されるとしても，果たして科学技術の将来は期待通りに進むで
あろうか。
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平成 30 年 3 月 7 日
ベトナムの伝統的衣服調査について
環境デザイン学科　教授　谷井淑子
1．はじめに
　昭和女子大学国際文化研究所の研究プロジェクト「ベトナム伝統農村集落の地域比較研究と保存」に「衣生活」に関す
る分担研究者として，2005 年から 2012 年まで参加し，ベトナム北部のドゥオンラム村，中部のフォックティック村，南
部のフーホイ村，カイベー・ドンホアヒエップ村において伝統的な衣服に関する現地調査を行なった。また 2009 年から
2016 年には服飾グループとして科学研究費補助金の助成を受け，北部のドゥオンラム村，中部のホイアン市での現地調
査を実施した。ベトナムでは近年の急速な経済発展にともない，生活全般が大きく変化し，衣生活においてもその傾向は
顕著であり，伝統的な日常着は都市部ではほとんど着用されておらず，農村部でも伝統的な衣服や髪形は 70 歳以上の主
に高齢女性が着用するのみであり，次世代に受け継がれていないことが確認できた。今回は伝統的な日常着である下衣
（クアン）について報告を行なった。
2．伝統的な下衣（クアン）について
　クアン（Quan）はズボンの意味で，ベトナム北部，中部，南部の男女ともに着用するベトナムの伝統的な下衣であり，
アオ・ババ（Aobaba）やアオ・カィン（Aocanh）などの伝統的な上衣と組み合わせて着用する。現代のベトナムでは，
中・若年層は洋服のズボンやジーンズを着用するのが一般的であるが，高齢者の多くは現在でも伝統的な下衣であるクア
ンを日常的に着用している。伝統的なクアンは，全体にゆったりとした仕立てであり，股の中央に接ぎ目のあるいわゆる
ズボン形式のクアンと腰部から脚部にかけて接ぎ目のあるものに分類できる。後者はさらに接ぎ目が前・後各 1本のもの
と，2本のものに分類でき，いずれも直線構成であり裁断・縫製により股下部分がバイアスになるのが特徴である。裾口
も広く動きやすく，ベトナムの気候風土に適応した形態といえる。
　脚部に接ぎ目のある伝統的なクアンのうち，より古い形式はどちらであるかについて高齢者に聞き取りを行なったとこ
ろ，接ぎ目が 2本のものは狭い布幅（35〜45 cm）でも製作でき，接ぎ目が 1本のものは広幅の布（80〜90 cm）が必要であ
ることから，布幅との関係から狭幅の布でも仕立てることのできる接ぎ目が 2本の方がより古い形態であることが確認で
きた。したがって伝統的なクアンは，脚部の接ぎ目が前・後に各 2本のものから，各 1本のものへ，そしてズボン形式の
股の中央に接ぎ目のあるクアンへと変化したことが確認できた。
　脚部に接ぎ目のあるクアンの名称については，北部のドゥオンラム村には接ぎ目が 1本のものが多く残されており，ク
アン・チャン・クエ（Quanchanque）という名称で呼ばれる。中部のホイアンでは，接ぎ目が 1本のものも，2本のもの
も同じ名称で一般にクアン・チャン・コン（Quanchancon）といわれ，南部のカイベー，フーホイでも両者は同じ名称で
一般にクアン・ダイ・ネン（Quandaynem）ということであったが，個人によっても違いがあるということで，それぞれ
複数の呼び名があることが確認できた。
　脚部に接ぎ目のある古い形式のクアンは，斜めに布を折る裁断が特徴的で，必要な用布量は，接ぎ目が 2本のものは布
幅 40 cmで約 4ｍ，接ぎ目が 1本のものは布幅 80 cmで約 2ｍである。両者ともに布幅を最大限に生かし，貴重な布に
無駄のでない合理的な平面裁断であり，非常に優れた裁断・縫製方法である。しかし，これらの接ぎ目のあるクアンが日
常的に着用されたのは 1960 年代までであり，現高齢者の多くは股の中央に接ぎ目のあるクアン・ダイ・ズア（Quanday
guia）を着用している。したがって現在は仕立屋においても，接ぎ目のある古い形態のクアンはほとんど製作されておら
ず，仕立てることのできる技術者もごく少数であり，伝統的な縫製技術の記録・保存が急務であることが確認できた。
アオ・カィン（Ao canh）（単位： cm） クアン（Quan）（単位： cm）
─ 55 ─
平成 30 年 3 月 7 日
衣服の動作適応性に関する研究
環境デザイン学科　教授　猪又美栄子
1．はじめに
　日常着用する衣服は，着心地に関わる，快適に生活するために必要な機能性が求められる。着用者の体形への適合性，
動作適応性，温熱環境への適応性などである。これまで，主として着心地の良い衣服の設計を目的とした人体形態と衣服
の動作適応性について研究してきた。卒業論文では動作による体表寸法の変化を測定して，衣服の動的機能性を検討する
着用実験の基本動作の設定を行った。私の衣服の動作適応性に関する研究の始まりである。その後は，動きやすい衣服パ
ターン設計の立場から，肩関節，股関節の動きを拘束しない衣服の構造についての着用実験を繰り返し行い，官能評価法
を用いて検討した。上半身用衣服の「きつい・ゆるい」の感覚に袖幅が大きな影響を与えていることなどの結果を得てい
る。また，着用者の体型への適合性の視点からは，人体の体表展開図を衣服パターンに発展させる試みも行った。
　しかし，動きやすく着心地が良い衣服パターンを考えていく中で，着用者および観察者の主観評価である官能評価だけ
ではなく，他の客観評価も合わせて検討したいと考えるようになった。そこで，博士課程では歩行動作と被服の一つであ
る履物の関係を取り上げて「子どもの歩容と履物に関する生機構学的研究」を行った。この研究により人間工学や人類学
の分野で行われている動作分析の手法を学ぶことができた。そこで，着衣による動作拘束の分析から衣服の動きやすさを
検討することにした。
2．着衣による動作拘束を捉える
　ゆとり量が不足している衣服や，関節の動きが制限される衣服を着用した場合には，動作が拘束されて着心地が悪く不
自由を感じることとなる。動作への対応が十分でない衣服を着用した場合，衣服による拘束が動作にどのような影響を与
え，着用者の拘束感や疲労感がどのように変化するのかについて，スカートおよび上半身用衣服の着用実験を行った。タ
イトスカートの実験例では，裾のスリットやひだの位置が不適切であると歩幅を十分にとることができないので歩きにく
いことが観察された。スカートによる拘束が歩行・階段昇降の動作に与える影響について，着衣の条件を変えて，歩幅，
動作観察と官能評価，筋電図・関節角度の変化から検討した。これらの着用実験から，歩きにくいスカートの場合には歩
幅が狭くなるので歩数が増えること，足を大きく背屈させて足部を床から離しており筋活動が増大していることが分かっ
た。動作時の拘束感は筋電や膝関節角度の結果と一致した。同様に，腕が上がらないブラウスを着ているときは，背伸び
をして棚の上の物を取るなどの動きの変化が観察された。このような動作への適応が十分ではない衣服を長時間着用した
場合は，人体への負担が蓄積して，疲労を感じ，作業効率が低下する。
3．若者と高齢者の動作適応性評価
　高齢者を対象とした衣服のアンケート調査では，身体寸法への適合や動きやすさなどの衣服機能への要求が高い。衣服
の動作適応性について若者と高齢者の相違点を捉え，年齢グループの特徴を明らかにするために着用実験を行った。その
結果，若者と高齢者ともに，衣服の拘束が大きい場合には上肢動作時の上腕三角筋の筋活動が増加し，特に高齢者ではこ
の傾向が顕著であった。衣服の動きやすさの評価については，若者では衣服による動作拘束が大きいほど官能評価が低い
が高齢者ではそうではなかった。高齢者では，衣服の動きやすさの感覚に，動作拘束の程度だけでなく，皮膚に直接触れ
る素材の特性（例えば剛軟度）が影響を与えていることが示唆された。
　衣服重量が変化した場合に，若者と高齢者では頸肩腕負担がどのように異なるかについて，着用者の身体寸法に合わせ
た 2種のジャケットで検討した。重さの違いは平均 165 g（150〜185 g）である。この実験の範囲では，衣服重量の増加に
よる上肢動作時の筋負担の増加は若者にはみられなかったが，高齢者では有意に大きくなった。また，衣服と人体の間の
衣服圧の結果から高齢者では頸側部への負担が大きかった。これは，若者と高齢者の肩部形態の相違によると考えられる。
重い衣服を長時間着用することは，高齢者では頸側部への負担と筋負担の増加が懸念される。
4．おわりに
　動きやすい衣服パターンの設計から始まり，成長・加齢による運動機能の変化，着衣による動作拘束，若者と高齢者の
動作適応性評価へと研究を進めてきた。高齢者衣服の設計には肩部形態などの身体の立体形状情報の導入および高齢者の
動きやすさや着心地に関わる要因の解明が必要と考えられる。超高齢社会の中で，この分野の研究が進むことを願ってい
る。共同研究者の皆様，着用実験等にご協力くださいました皆様に心からお礼申し上げます。
